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　私たちの学校は、各学級から選ばれた実行委員を中
しゅんき さい しゅうがく りっ し

心に、体育祭、瞬輝祭（文化祭）、修学旅行、立志
しき しゅくはく き かくうんえい

式、スキー宿泊学習の行事を企画運営しています。

　体育祭では、手作りの学級旗をバトンにして走るハタハタリレーを行
かんせんしょうたいさく

ったり、感染症対策としてクラスカラーの軍手を着けたりすることで、
しゅんき さい か

より学級のまとまりができました。瞬輝祭では、学年別に生徒の入れ替
へいよう かいさい

えを行いました。合唱祭はオンライン併用で開催し、他学年生徒はリモ
かんしょう ほ ご しゃ

ートで鑑賞、小中学校の保護者にはオンデマンドで配信しました。どち
ひょうしょう おうえん しん さ

らの行事にも、全生徒が選ぶ表彰があります。応援・マナーを審査する
しょう しょう

ベストスポーツマン賞と生徒の心をつかんだグッドハーモニー賞です。
く ふう

　これからも、自分たちで考え工夫することで、思い出に残る学校行事
たかやなぎしょう

をつくり上げていきたいと思います。 （３年　高柳翔）

学級委員を中心に、校則について話し合う生徒たち

ふ

　本年度は、昨年度より１回増えて、火曜日と木曜日

の週２回、放課後�分が生徒の「話合い」の時間とな

りました。そこでは、生徒会役員会、中央委員会、学
はんちょう

年生徒会、班長会議、学級会が計画的に行われています。中央委員会
ていあん こうそく

で、生徒会から提案された校則の見直しについて、学級会で話し合うこ
たが り かい

とで、互いの思いや考えを理解するよい機会となっています。
せっ ち どう し

　また、本校では各学年フロアに意見箱を設置しています。生徒同士が
たが かたむ かい

互いの意見に耳を傾け、一部の生徒の思いや考えを全校生徒で考え、改
ぜん

善するよう努めています。
なや しょう

　今後は「生徒悩み相談室」と称して、スクールカウンセラーの先生に
なや

教わりながら、生徒会がコーディネートして、生徒の悩みに生徒が答え
すが や あお い

る活動を行っていこうと考えています。（３年　菅谷碧衣）

◆校　長　関根　康裕

◆生徒数　３７６人

◆創　立　１９４７年

◆住　所　鉾田市鉾田

　　　　　１４６９の１
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芝田百嘉 田中月雫

　本年度の生徒会テーマ
たい し

「大志（アンビシャス）」
ゆめ

のもと、自分の夢を語れ

る、目標に向かって努力で
そんちょう

きる、仲間を尊重し協力で

きる生徒を目指して、生徒
れんけい こ みが ささ

会と各委員会や学級が連携しながら、個を磨き、支え合

う生徒主体の学校づくりに取り組んでいます。

　生徒一人一人を大切にする第一歩として、あいさつを

れいこう かか

励行しています。２０２２（令和４）年度前期生徒会長が掲

げた「あいさつ日本一！の学校」に向けて、生徒会役員
けいぞく

と生活委員会が協力して、朝のあいさつ運動を継続して
しょうこうぐち

行っています。先生方も校門と昇降口、教室に分かれ
え がお わたし むか

て、毎日笑顔で私たちを迎えてくれています。
とうごう

　今後は、３年前に七つの小学校の統合によってできた
ほこ たみなみ たいせい

鉾田南小学校との一小一中体制を生かし、新しいことに
ちょうせん す

挑戦することで、生徒みんなが楽しく過ごせる学校にし
しば た もも か た なか る な

たいと考えています。 （３年　芝田百嘉、田中月雫）

伝統の南中拭きで黙働清掃に取り組む生徒たち

わたし せんぱいがた つ

　私たちの学校には、先輩方から受け継がれてきた
ほこなん しゅうかん

「鉾南しぐさ」という習慣があります。その一つであ
もくどうせいそう

る「黙働清掃」は、自分を見つめ、心を整えることが
もくどうせいそう だま せい

できます。「黙働清掃」には、黙って行う「がまん清
そう よご せいそう ぶんたん

掃」、汚れを見つけて行う「みつけ清掃」、他の分担
せいそう りょう

場所を手伝う「しんせつ清掃」があります。また、両
ひざ ぞうきん なんちゅうぶ

膝をついて雑巾がけを行う「南中拭き」という文化があります。
じゅぎょう す

　その他、授業の用意を済ませて着席して待つ「２分前着席」を行い、
い しき ろう か

時間を意識して生活しています。今では、始業２分前になると、廊下に
え

生徒が一人も出ていない様子が見られるようになりました。また、「笑
がお れいこう たが ていねい えしゃく じ ぎ

顔であいさつ」を励行し、お互いの顔を見ながら丁寧に会釈やお辞儀が
ふ でんとう こう

できる生徒が増えてきました。これからも、このよき伝統をしっかり後
はい つ みやもとりゅうせい

輩たちに引き継いでいきます。 （３年　宮本琉聖）
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